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第一章 緒 論

近時Szent-Gy6rgyi,Karrer,Micheelu.

Kraft等 二依 リHexurons蕊ure或 ハAskorb-

insEureナ ル名 ノ下 二VitaminCノ 化學 的 性

質漸次 鮮 明 セ ラル ・二及 ビ、 古武 教授 、西 垣 氏

二依 リ眼 房 水 中 ヨ リ取 リ出 サ レタ ル氏等 ノ所 謂

Vitamoseナ ル モ ノ ハAskorbins5ure即 チ

vitaminC二 蹄 一・セ ラ レタ リ。

眼房 内 ガ微 生禮 ノ駿 育 二好 適 ナル培 地 ナル事 ハ

既 二明 ナ ル事 實 ニ シテ、VitaminC即 チ古 武 教

授 ノVitamoseガ 齋 藤 氏 ニ ヨ リ酵 母 ノ嚢 育 二

向 ヒテ著 シキ促 進 作 用 テ有 スル事 謹 明 セ ラ レ、

且西垣及 監 手 氏 ニ ヨ リ悪 鐘 病 々原 艦 眼 前 房 内感

染 時、房 水VitaminCノ 著 シク減 少 スル事 等 ヨ

リ考 フル モ、 眼 前 房 ノ微 生 艦綾 育 ノ 好 培 地 タ

ルー 因 ハ恐 ラ クハ比 較 的 多量 二 含有 セ ラル ・

VitaminCeノ 與 ツ テカ アル モ ノナルA"iシ。

嚢 二西垣 及 山 上 ハ結 核 感 染 家 兎臓 器Vitamin

C量 テlndophenol法 ニ ヨ リ定量 シ タル へ 結

核 感染 家 兎臓 器 中肺 鐵 二於 テ著 明 二Vitamin

C量 ノ檜加 テ認 メ タ リ シガ常 二酸 素 二露 出 セ ラ

レ、 且PH=7・3前 後 テ示 シ、 其 温度39度 前 後

ラ保 テル肺 臓 二於 テ、 結 核 強 度 感 染 二際 シ、 斯

ク檜 量 セル ハ、 結 核 ト何 等 力特 殊 關係 ニ アル モ

ノナ ラ ン ト思 惟 シ、 結 核 菌 テ 眼 前房 内 二 接 種

シ、 結 核 感 染 ニ ヨ リテ房 水VitaminC量 ガ如

何 二漿 化 スル ヤ テ窺 知 セ ン ト欲 シ、 本 實 験 テ企

圖 セ リ。

第二章 實験方法

實験 ニ ハ2冠 内外 ノ健 常家 兎 子用 ヒ、 先 ヅ家 兎

右 眼 テ脱 球 セ シ メ、4分 ノ1粍 注射 針 ラ装 置 セ

ル「ツベ ル ク リン」注 射 器 ニ テ、 眼 角膜 上 方輪 部

二刺 入 シ、 前 房 内 ヨ リO・1c・qノ眼 房 水 テ探 リ、

直 チニ豫 メ調 整 セル結 核 菌 浮 游 液O・1c・c.テ注 人

セ リ。

結核菌浮游液ハ豫 メ馬鈴薯培養基一・・3週間培養

セ シ人型菌(上池株)テ秤量 シ滅菌生理的食監水

ノー・定量ラ加へ、食盤水1姥 中二結核菌100分

1冠 、10000分1薩 テ含有 セル様調整 セリ.

家兎右眼前房内ニー定結核菌液テ注入シ、一一定

日後其左右雨眼前房水ラ探取 シ、西垣、山本氏
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法 ラ用 ヒ、 房 水VitaminC篭 テ比 色 定量 セ リ。

本 比 色 定 量 法 ハ甚 ダ簡 易 ナ ル 操 作 二 依 リ行 バ

ル ・モ ノニ シテ、僅 カ ノ試験 液 ニ テ實 験 シ得 ラ

ル ・モ ノナ ル ガ故 二、僅 カ ノ材 料 ニ テ再 三施 行

シ得 ル ノ便 ア リ。其 大 様 テ概 説 ス レバ次 ノ如 シ。

先 ヅ 「ウ蓉ル フ ラムj酸 混 合 液8蝿 二1耗 ノ1/3

規 定硫 酸 ラ加 へ 混和 シ、 本 液 テ豫 メ細 型 試験 管

二 〇。3耗宛 分注 シ置 キ、 之 レニ家 兎眼 前 房 ヨ リ

採 取 直 後 ノ 眼前 房 水0・05琵(叉 ハ0・025耗)テ

加 フ。 之 ノ混 和 液 二10%苛 性 曹達 液1滴 ラ 滴

下 ス。 此 ノ際 液 ハ青 色 テ呈 ス ル ニ ヨ リ、速 二、

硫 酸 銅溶 液 トDeaminblackH.W.ト ニ ヨ リ

調 整 シタ ル標 準液 ト比 色 定 量 ス ル モ ノナ リ。 本

呈 色 反鷹 ハ遽 二縫 色 ス ル テ以 テ可及 的 速 二比 色

ス ル テ要 ス。

蛋 白含 有 量 ハ 比 色定 量 操 作 申眼 房 水 ラ ソ3規 定

硫 酸 加 「ウ,ル フ ラ ム」酸 混 合 液 中 二入 ル ・際 生

ズ ル 白濁 程 度 二依 リ、 多少 子定 メ タ リ.眼 症状

ハ肉 眼 的 所 見 ナ リ。

第三章 實 験

第 一笛 結核 菌十 萬分 ノー屍眼

房 内注 入後 種 々ナノレ時期 二

於 ケノy房水VitaminC

量 二就 テ

家兎眼房水テ探取後其房水VitaminC量 ノ恢

復二約1週 間前後 テ要 スルテ以テ1耗 中二1萬 分

ノ1冠 ノ結核菌ラ含有 セル菌浮游液0・1琵 テ家

兎右眼前房内二注入後、1週 間乃至4週 間 ノ各

時期 二於 テ其左右雨眼前房水 チ探取Vitamin

C量 ラ測定セリ。

家兎 ノー般状態 ハ正常 ト異ル トコロ無 ク、菌注

第1表

入 眼 ニ ア リテ ハ翌 日之 レテ検 査 セ シニ、 角 膜 周

擁 充 血 、 角膜 漏 濁 ア リ、 虹彩 ハ充 血 シ、 急 性 虹

彩 炎 ノ症 状 テ呈 シ タル モ、 漸 次 日次 ノ経 過 ト共

二清腿 シ、 第1週 目 ゴ ア リテハ殆 ン ド消腿 セル

モ 未 ダ炎症 々状 ノ残 存 セル モ ノア リ、 第2週 目

ニ テハ諸 症 状 全 ク 潰 燧 セ リ。 注 射後16日 後 ノ

モ ノニ ア リテ ハ虹彩 再 ビ充 血 ラ來 シ、 炎症 再 ビ

獲 來 セル ガ如 キ 状 態 テ 呈 スル モ ノア リ、 第3

週 、 第4週 目 ニ ア リテ ハ虹彩 充 血 著 明 千 ナ リ、

虹 彩 二結 節形 成 テ認 ム ル モ ノ ア リ。 又 角膜 全 〆

白濁 シ、 眼 房 内 テ透 覗 シ能 ハ ザ ル モ ノア リ。

結核 菌10萬 分 ノ1mg塞 兎右眼前房内注入

家兎番號
實験初
期彊重
(瓦) 1舞麟1賦 書∵∴

No.1[26107日

No.2

No.3i

2200i7H

2;;;;5110H

2300

21001

紅
2210

レ
2940

2{IT)-O'O.166

0,1242050

2250

綱

一

O.180

4αN

Pり

6

0

0

N

N

Ne.71
{16「 腕6。1。 蕊

10日2170

14日2150

14H2100
　 ミ　　

16日2SOO

0.086

色1371

0・137i

O.180i

l-h一 一

1-}一 一 一

No。812125

Ne.91

No.10

No.11

No,12

2100

2170

2280

2320

一 一『 一}コ

21日

21日

2700

2350

2量 旦」2420
28Hl2350

0.137

b蒔
τiiπ

τfflγ

一 仰 囎 濁0.102

+埆 膜 潤 濁0.043

0。06ガ

0。056

0。063

而.030

0。030

0.056

0。063

0。086

0。010

0.00

十

±

十

(一)

(一)

)

)

一

一

(

晦
ぐ

、

十十 虹 彩 充血

十

十

±

柵

柵

虹彩充血

瞳孔縮小、虹彩結節形成

瞳孔縮小、虹彩結節形成

角膜 白濁、虹彩結節形成

角膜 白濁、眼球突出
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其房 水 「ヴィタ ミ ン」C量 ノ 浦 長 ハ 炎症 ノ ソ レ ト

全 クハ李 行 セザ レ ドモ、 炎症 々駄 檜 強 セ ル時 二
轡

ハ甚 シク減少セルラ認 メ得 タリ。爾結核菌液注

入後第2週 二於 ケル検査家兎例之第5號 、第6

號 ノ如キ炎症々歌全ク無 キニ封照二比 シ甚 シク

減少セルモノアリ。

第二節 結 核菌 千分 ノー磁眼 房 内

注 入後 、結 核性 眼炎 ノ経過

ト房 水VitaminC量 ト

ノ關係 二就 テ

(1)菌 液注入後、悔週眼房水ヲ探取其Vitamin

C量 ヲ～則定セシモノ

菌注入後1週 間目二於 テハ全例 二於 テ倫炎症々

黙存在スルモ第2週Fl二 至 レバ全 ク炎症々歌浦

腿セルテ認 メタリ。其房水VitaminC量 ハ第

第2表

2週 目 二於 テ炎症 々駄 無 キ ニ カ ・ハ ラズ第1週

目 ヨ リ減 少 セル ラ知 レ リ。 毎 週 経 過 テ追 ヒテ其

房 水VitaminC量 テ測 定 セル ニ 封 照 眼 ニ ア リ

テ ハ甚 シク不 定 ニ シテ、 壇 加 セル場 合 ア リ、 減

少 セル場 合 ア リ。 然 レ ドモ實 験 眼 ニ ァ リテ ハ減

少 ノー-tzテ タ ドル ノ ミナ リ。 帥 チ第1週 目乃 至

第3週 目 二方杢テハ減 少 ノ過 程 ヲタ ドル トi誰モ、

其 値 甚 グ不 定 ナ リ、 然 レ ド.e第4週 目 二至 リテ

ハ、 僅 カ ニ其 ノ存 在 テ認 メ得 ル モ、 第5週 目、

第6週 目 ニ ア リテハ、 炎症 々状 盆 ≧強 クb結 節

多 撒 二登 生 シ、 「パ ンヌ ス」著 明 二叢 現 シ來 ル モ

ノナ ル ガ、其 房 水VitaminC量 ハ全 ク消 失 シ、

其o・1琵 テ以 テ検 査 ス ルモ全 ク著 色 セザ ル ー至

レリ。

結 核菌千 分 ノー雇家兎右眼前房 内注入

麟 禮 重

(瓦)

左 眼(i封 照) 右 眼(結 核 菌 注 入)
一一 而鼎一一

No.

i迄 ノ期 間

Vitamin

C

mg/cα

蛋 白

Vitamin

C

m窪/αq

蛋 白 主 要 症 状
甲轡{_一

1　

第1週 1900 0220 一 0,112 十 虹彩充血

第2週 1900 0.UO 一 0,060

__鼎}

±
『

一
}

第3週 1920 0,140 一 0,060 ±
_一 一}

柵

一 罹

_

第4週 2030 0,072 一 0,OlO

一

虹 彩充血、 虹彩結 節形成

第5週 1950 0,U94 一 O,010

　

柵 同 上

…第6週 1860 0,ユ24 一 0.00 帯 同 上

1笙1週

2120 0・188i-io・048 十 虹彩充血
}

第2週 2200 ・。・ろ6-r・.・2G 十 一

蝉

第3=週 1820 0.100-iO.020 十十 虹彩充血
2

顧

}第4週
2110 0,204 一 0,010 柵 同 上

第5週 2050 Oj32 一 。.。、δi帯
i 角膜 白濁、虹彩結 節形成

離6週 2000 。」8。i一 0.ooi帯 同 上
鮒 ㎡曜甲い　㎞

i第1週 2050 0,172 一 0,140 什 虹彩充血

i第2週 2000 0,112 一 0,086 一

隔湘漁一 頃

一

　

3

㎝一

第3週 2000 0,20美 一 0,060 十 虹彩充 血、角膜潤濁

第4週 2320 0,112 一 0,060 軽

『}一 卿 　 …

角膜潤濁、虹彩結 節形成

第5週 2270 0,180 一 0,010 柵

}
同 上

第6週 2290 0,172 一 。.。。1柵 同 上
1

(2)結 核 菌注 入後 、隔 週 眼 房 水 ラ探 取、其Vita-

minC量 テ測 定 セ シモ ノ

菌液 注 入後 ノ経 過 ハ前 諸例 ト大 差 ナ シ。

菌液 注 入後 、 第3週 目、 第5週 目、 及 第7週 目

二於 テ其 房水VitaminC量 ラ検 査 セ シ5例 ニ

ア リテ ハ、 第3週 目 二於 テ爾相 當 量 ノVitamin

C量 ラ検 出 セ シモ、 第5週 目及 第7週 目 ニ テ炎

症 甚 シ ウ檜 強 セ ラル ・二及 ビ テ ハ全 例 トモ全 ク
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滑 失 セル ラ認 メ タ リ。

菌液 注 入後 、 第2週 目、 第4週 目及 第6週 目 二

於 テ其 房 水VitaminC量 ラ検 査 セ シ5例 ニ ァ

リ テハ、 第2週 目 二於 テ既 二相 當 著 明 二減 少 セ

ル ラ認 ムル モ ノナ リ。 叉封 照眼 ト同一 ノモ ノア

第3表

リ。 即 チ其 房 水VitaminC量 ハ匠 々 ナ ル モ第

4週 目 二於 テハ全 例 二於 テ 翫 二相 當 著 明 二減 少

セ ル テ示 セ リ。 第6週 目 ノ検 査 ニ ア リテ ハ、 全

ク其 房 水VitaminC量 ラ認 ム ル能 ハ ザ リキ。

結核菌千分ノー竈家兎右眼前房内浅入

No。

菌液注入
後測定時
迄ノ期間

} 1左 眼(封 照)
右 眼(結 核 菌 注 入)

盟 重
(瓦)

}～ …

Vitami翁

C

m屠 鳳α

一 点煽

蛋 白膿}蛋 白{主 要 蹴

{第3週 2750 0,274 一
㎝

0.156・ 十 虹 彩 充 血
量

1第5週 2750 0,204 一 。.・。 帯 膿 ソヌス」、虹彩緬 形成

1第7週 2800 0,140 一 0.001州1同 上

2

第3週 24SO 0,248 一
{

0.172i一 虹 彩 充 血

第5週 2500 0304 一 0。02引+幅 媒 ン ヌス2、 虹 彩 結 節 形 成
… …㎜}{㎜{

柵第7週 2550 0,274 一 0.00同 上

3

第3週 2520 0,220 一1・ 耀 南 虹彩舳

第5週 2750 0,204 一 三 一
1・ … … 柵rパ ンヌミ;∫虹 駿 趣 麩

㎜喉 醐 ㎜ ワ　 舳一}甲 …

同 上第7週 2800 0,204 0。00{柵 §

4

第3週 2300 0204 制 軌・2・i++腱 舳 　 　

第5週 2350 0,204 一 0.00柵

一 皿　 }

「パ ソ ヌス ご、 虹 彩 結 筋 形 成

第7週 2300 0,188 一 0.00}帯

π-

同 上

5

第3週 2450 0,360 一 0.0481十 十 虹彩充血 π

第5週 2500 0,172 一 0.00柵 「パ ン ヌス」、 虹 彩結 節 形 成

第7週 2560 0,204 一 0.00柵 同 上

第4表 結核菌千分 ノー瑳家 兎右 眼前房内注入

菌液注入
後測定時
迄ノ期間

第2週

塾4週
i第6週

1第2週

i第4週

第6週

}第2週

第4週

第6週

第2週

第4週

く
}左 眼(封 照)

照武弊1どiξa晩幽
Img/c・.i

2500‡

2620

2380

2410

2700

2560

2350

2550

2380

2250

23SO

第6副2070

笙2週 「Of・・
第4週12620

・第6:2410

0.156

0.112

0.188

0.248

0.248

0,180、

0。112

0.172{

0。180t

O。2041

0.204「

o.2041

0,220膏

0.204

0.180}

右 眼(結 核 菌 注 入)

とi姶剛 蛋 白 …t要 症 状
mglqα{

0,110
～』}　 　 _r… 一

十 虹 彩充血…

0.00 柵1「 パ ソ ヌス」、 虹 彩 結 節 形 成

0.00 帯 同 上

0,248 一}(一)

0,010
…

帯 虹彩充血

0.00
i-一 一一一 一一

柵 虹 彩 結 節 形 成

0,072 +魔 彩充血

0,072 +;し ・ンヌへ 虹彩充血
一 罰一 一}一 一

0.00
i… 一一一一一

榊 同 上

0,204 }一(一)一一一 日 一

〇.016}柵!「 バ ソヌ スあ 虹 彩 結 節形 成

0.00
F

柵1同 上 毒
榊一}}

0,172 一;(一)
}一 一

〇,072

}隔 一 麟隔 翻 ←

十 ドバ ソ ヌス」、 虹 彩 充 血
　 一

0.00 柵 瞬 ンヌ瓦 虹彩繍 形成
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第四章 観 察

家 兎眼 房 内 二結 核 菌 注 入後 種 々 ナ ル 時期 二 於

テ、 其 房 水 ラ探 取 シ、 検査 セ ル へ 各 時 期 ヲ通

ジー般 二炎症 々状 ア リ、 蛋 白含 有量 著 明 ナ ル モ

ノー=アリテ ハ、 封 照 眼 二比 シ其房 水Vitamin

C量 ノ著 シ ク減 少 セ ル テ認 メ タ リ。

洞 一 家 兎 二就 キ テ炎症 ノ纏 過 ト房 水Vitamin

C量 ノ清 長 トラ比 較 検 査 セ シニ、 結 核 菌 注 入後

第3週 目前 後 迄 ハ其 房 水.VitaminC量 ハ漸 次

減 少 ノ路 テ タ ド リ行 クモ、 其程 度 甚 ダ ー 致 セ

ズ。 然 ル ニ第3週 目以 後 ニ ア リテ ハ 炎症 々駄 著

明+ル モ ノニ於 テ其房 水VitaminC景 ハ著 明

ナ ル減 少 ラ示 シ、 其大 多撒 ノ例 二於 テ全 ク其 存

霧 テ謹 明 シ得 ザ ル ガ如 キ歌 テ呈 セ リ。

第五章 結 論

結 核 性 眼 炎 二於 テ其 房 水VitaminCI":ハ 炎症

症 駄 ノ増 張 二癒 ジ甚 シク減 少 ス.

欄 筆 二臨 気、 御指 導 御校 閲 テ賜 リ シ、 恩 師 、 今

村 教授 二深 謝 ス。
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